
令和７年度 学校いじめ防止基本方針 ①

松前町立松前小学校
【基本概念】

① 日頃からいじめの起こらない支持的風土や人間関係づくりに努めるとともに、いじめ
に対する基本的認識に基づいた実践的態度の育成に努めること。

② いじめは「どの子にも起こりえる」問題であると認識し、早期に発見すること。
③ いじめ発見後は一人で抱え込まず、すぐに報告して、チームで対応すること。
④ 常に被害者の立場に立って考え、誠意を持って対応すること。
⑤ いじめ解決後も、再発の可能性を意識して保護者と連携を取りながら、児童の生活実態
の把握に努めること。

⑥ 加害児童に対して、個別に指導を行うこと。

【いじめ早期発見の努力事項】

＜本人・保護者からの発見＞ ＜本人・保護者以外からの発見＞

① 常に相談しやすい関係を築く。 ① 人権尊重の支持的風土づくり
（日記指導・家庭との連絡・学年通信） ② 「心の健康診断」の実施

② 専科教員等との情報交換 ③ 支援者・告発者からの情報収集
③ ハートなんでも相談員との情報交換 ④ 地域への積極的な情報発信と収集

アンテナを広げ、どんな小さな情報もキャッチできる体制

【いじめをキャッチしたときの行動】

まず 生徒指導主事
学年主任へ 又は 教頭 校長 松前町教育委員会
報告 主幹教諭

校内いじめ問題対応チームの招集

校長、教頭、主幹教諭、教務主任、生徒指導主事、学年主任、
人権･同和教育主任、特別支援教育コーディネーター、養護教諭、

ハートなんでも相談員、学級担任等

対応計画の協議
いじめ調査委員会 再発防止委員会
<チーフ> <チーフ>

学年主任 被害者支援委員会 加害者指導委員会 人権･同和教育主任
<チーフ> <チーフ>

養護教諭 生徒指導主事

具体的対応策の協議 ＜重大事案発生時の外部対応＞
☆ 保護者への調査報告義務
① 事実関係

臨時職員会議 ② 被害児童支援体制
③ いじめ解消の対策
④ 再発防止策 等

全教職員で ☆ いじめ防止対策委員会
いじめ問題に対応 の開催



「いじめの初期対応」の流れ
②

松前町立松前小学校

① 日常生活の様子を観察して発見する。（見逃してはいないか） 指導ポイント・留意点

↑ ◇服装 ◇表情 ◇体調・傷等 ◆｢見て見ぬふり対応｣をしていないか。
個人レベル ◇一人の行動 ◇過度の笑顔 教師がただ様子を見ているだけでは、

い ◇危険物の所持 ◇遅刻・欠席 目 本 いじめ行動を育てていることになる。
じ ↓↑ 撃 人
め ◇悪口 ◇冷やかし ◇かげ口 児 ・ ◆些細なトラブルは、即指導する。
の 学級レベル ◇無視 ◇物の紛失 ◇落書き 童 保 いじめを許さない教師の態度を日頃
発 ◇集団からの孤立 ◇乱暴 ・ 護 から見せる。いけないことは叱り、分
見 ↓↑ 地 者 かるまで諭し、納得させる。

域 か
↓ 学校レベル ◇他教職員からの情報 か ら ◆児童や保護者からの訴えに対しては

ら の 被害者の立場になり真摯に傾聴する。
の 訴 5W1Hを意識して、被害者の了承を得

② いじめ発見のチェックポイントを活用する。 情 え て、訴えの内容を正確に記録する。
報

◆問題が起こったその日、訴えや申し
③ 「心の健康診断」の月ごとの実施 出があったその日に行動する。

（まずは、学年主任に報告）
「心の健康診断」から 問題を先送りすることは、訴え出た

被害者からの信頼を失うことになる。
・学校が楽しくない。 いじめのレベルが２ 以上の場合、学

④ ・いじめられた。 学 年 主 任 に 報 告 担・学年主任等は必ず管理職に報告す
・いじめを見た、聞いた。 る。（憶測を入れずに事実を報告）
・相談できなかった。

◆管理職はリーダーシップを発揮する。
⑤ 生徒主導主事･主幹教諭、管理職に、現在把握している内 学担・学年主任等からの報告を受け、
容を報告 対応策について、的確かつ具体的指示

や建設的助言をする。

⑥ 指示を受け、事実確認

◆加害者が複数名の場合には、同時刻
学担が全員と面談 複数で分担して面談 に、各自別々に、事情聴取を行う。

（学年部員や生徒指導部員で分担）
加害者同士の口裏合わせを防ぎ、正

確な事実をつかむために、別々の聴取
⑦ いじめのレベルを判断する。 を行う。5W1Hを意識して記録する。

事案内容にもよるが、いじめと決め
つけず、いじめに至る心理的背景に配

↑ １ １対１の軽度な言葉によるからかい、無視 慮して聴く。ただし、言い訳やごまか
しは許さない。

初
２ 数名の軽度な言葉によるいじめ、仲間はずし、無視 ◆いじめを見た児童に聴取を行う。

期 正確な事実把握のためには、目撃情
報は不可欠である。ただし、加害者か

対
３
レベル２が継続する。叩く、足をかける、蹴る、物 らの報復行為が及ばないように配慮す
をかくす等、精神的苦痛を伴う実害あり。 る。

応
◆各聴取の内容をすり合わせ、食い違

↓
４
長期間の集団無視、強要、ぬれぎぬ、服を脱がせる いがある場合には、再度聴取を行う。
等、重度の実害あり。本人が不登校、転校希望 加害者の誰が嘘をついているか見極

め、真実を明らかにする。記憶の曖昧
な聴取内容は取り上げない。

５ 万引きを強要、けがを伴う暴力、恐喝、窃盗等
◆上記を、遅くとも３日目までに行う。

◆「校内いじめ問題対応チーム」が機
⑧ 管理職に把握した内容を報告する。管理職は、レベル３ 能するまで、学年部・生徒指導部で

以上の場合に「校内いじめ問題対応チーム」を招集する。 現場対応する。



「校内いじめ問題対応チーム」招集後の流れ ③

校内いじめ問題対応チーム ◆管理職はリーダーシップを発揮する。
（具体的指示や助言）

校長、教頭、主幹教諭、教務主任、生徒指導主事
学年主任、人権･同和教育主任

↑ 特別支援教育コーディネーター、養護教諭、学級担任等 ◆Ａ：いじめ調査委員会
正確な事実把握をするために、被

対応計画の協議 害者・加害者・傍観者等から適切に
チ 事情聴取を行い、時系列で資料にま

とめる。
｜ A：いじめ調査委員会 C：加害者指導委員会 （憶測や推測は入れないこと）

<チーフ>学年主任 <チーフ>生徒指導主事 ◆Ｂ：被害者支援委員会
ム 被害者の心のケアを目的に、支援

体制を整えていく。本人や保護者の
に B：被害者支援委員会 D：再発防止委員会 要望も聴きながら、具体的な支援策

<チーフ>養護教諭 <チーフ>人権･同和教育主任 について協議し、案をまとめる。
よ ◆Ｃ：加害者指導委員会

いじめ再発の可能性を視野に入れ、
る 具体的対応策の協議 他の児童や教職員から情報を得て心

に響く指導をする。加害者に具体的
対 な行動目標を立てさせる等、今回の

臨時職員会議 いじめが解消するための対策を協議
応 し、案をまとめる。

◆Ｄ：再発防止委員会
全教職員で ＜外部対応＞ いじめ再発の可能性を視野に入れ、

いじめ問題に対応 ☆ 保護者への調査報告義務 学校として再発防止のために全体で
↓ A：事実関係 どのように取り組んでいくか協議し、

B：被害児童支援体制 具体案をまとめる。
C：いじめ解消の対策
D：再発防止策 等

☆ 関係諸機関との連携 ◆ＡＢＣＤの各委員会が互いに連携し
て具体的な対応策を協議していく。

◆臨時職員会議では、学校全体・全教
いじめが解消されるまで、粘り強く、誠意をもって、組 職員で対応することを確認する。

織を挙げて対応を継続する。（解消確認後も、見守り続ける。）

「松前小いじめ防止対策委員会」の組織 ④

【目的】
いじめの根絶を目指し、いじめの未然防止、早期発見、対処等について

協議し、措置を講じる。

【構成メンバー】
校内 外部関係者

校長 教頭 主幹教諭 ＜家庭・地域＞
教務主任 生徒指導主事 学校関係者評価委員
人権・同和教育主任 ＜専門家＞
特別支援教育コーディネーター スクールカウンセラー
該当学級担任 該当学年主任 スクールソーシャルワーカー
養護教諭 ＜関係機関＞
ハートなんでも相談員 松前町教育委員会・子育て支援課・福祉課

伊予警察署 福祉総合支援センター
医療機関 弁護士 等

【開催】
必要に応じて開催する。また、状況に応じてメンバーを選択招集し開催

することがある。


